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                        選 定 に 必 要 な 資 料      （種目名 音楽器楽）             №１ 

記
号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 
(1) 内容，程度，分量等 (2)教材の選択や構成等 

(3) 興味・関心を 

高める工夫 

(4)教科の特性，島根県の 

  実態や課題への適合等 

(5)発展的学習，自学 

 自習についての工夫 
(6)その他 

 
 
 
 
 
 

Ｇ 
 

教
育
出
版 
 
 

 
 

・前半「演奏の仕方を
身につけよう」で基礎
的な知識や技能を習得
し，後半「合わせて演
奏しよう」で合奏曲を
通して奏法や楽曲の特
徴を感じ取ることがで
きるよう，段階的に取
り組める工夫がされて
いる。 
・各楽器の基礎的な技
能と楽曲が関連づけて
配置されており，楽曲
の演奏を通して技能が
習得できるように配慮
されている。 

・各楽器の導入部分で
は，それぞれの楽器の
基礎的な知識や奏法に
ついて，写真やイラス
トを使い簡潔にまとめ
られている。（p4-7, 
20-22,30-32,40-46） 
・曲想が異なるボディ
パーカッションの教材
が取り上げられており
多様な表現の工夫がで
きるよう配慮されてい
る。（p92-93） 
 

・巻頭と巻末にある“W
ith My Heart”では，
第一線で活躍する演奏
家からのメッセージが
掲載され，音楽への関
心を高めることができ
るよう配慮されている。
（巻頭口絵①,p98） 
・三味線の糸の張り方
や横笛を手作りするた
めの設計図が紹介され
ており，楽器の仕組み
に興味関心をもつこと
ができるよう配慮され
ている。(p42,49①②) 

・Let’s playとLet’s 
 Tryでは，各楽器の特
徴を生かした合奏教材
がクラシック，ポピュ
ラー，民謡などから幅
広く取り上げられてお
り，生徒や各学校の実
態に応じて選曲できる
よう配慮されている。 
(p64-93) 
・「日本の楽器と音楽」
が時代に沿って大きな
写真と解説によりまと
められ，伝統文化への
理解を深めることがで
きるよう配慮されてい
る。（p48） 
 
 
 

・アルトリコーダーの
運指が楽譜のすぐ横に
示してあり，生徒の実
態に応じて学習を進め
ることができるよう配
慮されている。（p6- 
16） 
・リコーダーのトリル
奏法やギターのタブラ
チュア譜が紹介されて
おり，生徒や各学校の
実態に応じて学習を深
めることができるよう
配慮されている。 
(p18,28-29,78-79) 

・ギターのダイヤ 
グラムに対応した 
写真や五線譜に対
応した鍵盤図を示
すことにより，コ
ードを捉えやすく
演奏の手がかりに
なるよう配慮され
ている。（巻末口
絵③④） 
・アルトリコーダ 
ーの基礎練習曲に
コードネームが示 
され他の楽器でア
ンサンブルができ
るように配慮され
ている。(p6,8) 
 

・幅広いジャンルの楽
曲が掲載されており，
生徒や各学校の実態に
応じて選曲できるよう
配慮されている。 
・和楽器の特性をいか
したアンサンブル教材
が複数取り上げられ，
発展的な学習を展開で
きるよう工夫されてい
る。（p80-87） 
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芸
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・各楽器の学習の前半
では，生徒の実態に合
わせて基礎的な技能が
習得できるよう平易な
楽曲が扱われており，
基礎・基本の定着を図
るよう構成されている。 
・「ここが分かればGre
ad up!」では身につけ
た力をもとに，曲想や
全体の響きを考えて音
楽表現の工夫をしたり
曲の構成を考えて創作
をしたりすることがで
きるように配慮されて
いる。(p51,53,55) 

・各楽器の導入部分で
は，それぞれの楽器の
構造や特徴，奏法につ
いて写真やイラストを
使い簡潔にまとめられ
ており，理解しやすい
ように工夫されている。 
・「音楽学習MAP」では
学習の支えとなる[共通
事項]がマークによって
明記されており，それ
ぞれの楽器や楽曲で焦
点化して学習する内容
が確認できるよう配慮
されている。(p2) 

・「音を聴いて確かめ
よう」では各楽器の音
色や響きに焦点を当て
て特徴を理解すること
ができるよう配慮され
ている。(p7,19,27,36,
41,43,45,48） 
・「楽器を知ろう」「和
楽器こぼれ話」では楽
器にまつわるコラムが
記されており，興味・
関心を高められるよう
配慮されている。(p3, 
16,24, 25,32,38,42, 
44) 

・和楽器の演奏に関す
ることだけでなく，姿
勢や構え方，礼儀につ
いて解説されており，
我が国の伝統や音楽文
化を理解できるよう配
慮されている。(p26) 
・アンサンブル教材で
は[共通事項]を視点と
した演奏のポイントが
示されており，これま
での学習を生かした音
楽表現ができる。(p56-
85) 
 

・アンサンブルセミナ
ーは，アーティキュレ
ーションの工夫やパー
トの役割，曲の構成と
いった演奏の視点が示
されており，創意工夫
しながら段階的に発展
した活動ができるよう
配慮されている。(p50
-55) 
・箏を使った旋律創作
の手順例が示されてお
り，創りたい音楽のイ
メージを持ち，習得し
た奏法を使いながら創
作できるよう配慮され
ている。(p31) 

・演奏法を具体的
に捉えられるよう
コマ撮りした写真
が用いられ，身体
の使い方が理解で
きるよう配慮され
ている。(p30,40） 
・ラテンパーカッ
ションや合奏でよ
く使用する打楽器
の基本的な奏法や
練習方法が写真と
ともに分かりやす
くまとめられてお
り，理解しやすい
ように工夫されて
いる。(p46-49) 
 

・リコーダーや和楽器
をはじめとする各楽器
の奏法と，基本奏法で
演奏できる楽譜が分か
りやすく示してあり，
基礎・基本の定着を図
ることができる点で優
れている。(p4-11,29, 
46-49) 
・各楽器の導入におい
ていくつかの鑑賞曲を
紹介することで，各楽
器の音色に対するイメ
ージや奏法に興味関心
を持つことができるよ
う工夫されている。 
(p3,16,24,32,38,42, 
44) 
 

                         


